
1．継続事業の前提に関する注記

　　　該当なし

2．重要な会計方針

　（1）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　 満期保有目的の債券・・・・・償却原価法（原価法）によっている。

　　　 その他の有価証券・・・・・期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）によっている。

　（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　該当なし

　（3）固定資産の減価償却の方法

　　　該当なし

　（4）引当金の計上基準

　　　該当なし

　（5）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

3．基本財産の増減額及びその残高

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　預金

　　定期預金 12,776,370 12,776,370

　投資有価証券

　　船井電機株式会社株式 0 0 0

　　アメリカ国債 2045 167,066,389 15,993,627 183,060,016

　　アメリカ国債 2028 389,792,323 35,823,202 425,615,525

　　アメリカ国債 2022 549,173,354 549,173,354 0

　　アメリカ国債 2031 437,075,802 39,312,302 476,388,104

　　アメリカ国債 2042 0 605,041,922 605,041,922

小計 1,555,884,238 696,171,053 549,173,354 1,702,881,937

特定資産

　預金

　　普通預金 0 0 0

　預け金

　　円貨預け金 0 0 0

　　外貨預け金 0 0 0

　投資有価証券

　　外貨MMF 0 0 0

　　メキシコ国債 236,667,379 21,898,377 258,565,756

小計 236,667,379 21,898,377 0 258,565,756

合計 1,792,551,617 718,069,430 549,173,354 1,961,447,693

4．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円）

科目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応

する額）

基本財産

　預金

　　定期預金 12,776,370 (12,776,370) (0) -

　投資有価証券

　　船井電機株式会社株式 0 (0) (0) -

　　アメリカ国債 2045 183,060,016 (183,060,016) (0) -

　　アメリカ国債 2028 425,615,525 (404,334,749) (21,280,776) -

　　アメリカ国債 2022 0 (0) (0) -

　　アメリカ国債 2031 476,388,104 (476,388,104) (0) -

　　アメリカ国債 2042 605,041,922 (605,041,922) (0) -

小計 1,702,881,937 (1,681,601,161) (21,280,776) -

特定資産

　投資有価証券

　　メキシコ国債 258,565,756 (243,101,820) (15,463,936) -

小計 258,565,756 (243,101,820) (15,463,936) -

合計 1,961,447,693 (1,924,702,981) (36,744,712) -

5．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は次のとおりである。

（単位：円）

　 内容

経常収益への振替額

　基本財産受取配当金

　基本財産受取利息

　基本財産有価証券利息

　特定資産受取利息

　特定資産有価証券利息

合計 42,945,904

0

財務諸表に対する注記

金額

32,803,650

10,142,254

0

0


